














高性能食器洗浄機への取り換え、ネギスライサーの導入による作業時間の短縮

賃上げを支える環境整備を後押し 国業務改善助成金＆大分県業務改善奨励金 Wで支援 活用事例

背景 取組の内容 成果及び賃金引上げ実績

(従 業 員) ４人

(事業内容) 飲食店（うどんや）

(課 題)
厨房で使用している食洗器の水圧が弱く、予
洗いが必須であり、一連の工程に１０分弱を
要している。また、汚れが落ち切っていない食
器は、取り出し後に手洗いが必要があり、１日
計３０分は追加の手洗いを要していた。
また、ネギを手切りしているため、９０分か
かっており、業務効率が悪かった。

高性能食器洗浄機への更新及びネギスライサー
の導入により、生産性の向上を図る。

(設備投資の概要)
食器洗浄機更新 1,030,000円
ネギスライサー導入 170,000円

(経 費)
対象経費 1,200,000円

(負担内訳)
国助成金 960,000円（８０％）
県奨励金 120,000円（１０％）
※通常枠
自己負担 120,000円（１０％）
計 1,200,000円

※上記のほかに、書類作成費用192,000円
に対して県奨励金100,000円（上限）
支給あり

(成 果)
高性能食器洗浄機への更新により、通常の
洗浄のみで綺麗に仕上がるようになり、予洗い
や洗浄後の追加洗いも不要となった。洗浄機
の洗浄時間が８０秒になり１日計約１００
分以上かかっていたが、６０分未満に短縮さ
れた。予洗いや洗浄機の追加洗いなどに費やし
ていた時間を掃除や仕込みに回せるようになっ
た。
また、ネギスライサー導入後は、ネギを手切り
する必要がなくなり、作業時間は２０分程度
に短縮することができた。

(助成金の利用コース)
４５円コース

(引上げ労働者数)
３人

（事業場内最低賃金）
９１０円から９６０円に引上げ



有料老人ホームへの見守り介護ロボットの導入による負担軽減と業務の効率化

賃上げを支える環境整備を後押し 国業務改善助成金＆大分県業務改善奨励金 Wで支援 活用事例

背景 取組の内容 成果及び賃金引上げ実績

(従 業 員) ２３人

(事業内容) 介護事業（有料老人ホーム）

(課 題)
介護職員が行う施設での夜間及び日中の
巡回及び目視による見守り業務に、1人１回
あたり１日２０分程度要している。夜間は、２
時間おきに３～４回巡回しており、時間的・身
体的負担が大きかった。
業務効率が悪く、離職リスクも増大していた。

見守り介護ロボットの導入により、介護職員の
負担軽減と業務の効率化を図る。

(設備投資の概要)
見守り介護ロボット 6,057,000円
設置工事等 1,639,000円

(経 費)
対象経費 7,696,000円

(負担内訳)
国助成金 6,000,000円（７８％）
県奨励金 1,000,000円（１３％）
※重点枠
自己負担 1,696,000円（２２％）
計 7,696,000円

※上記のほかに、書類作成費用200,000円
に対して県奨励金100,000円（上限）
支給あり

(成 果)
施設内の各居室に設置した見守り介護ロ
ボットが、入居者の動きや呼吸・心拍等のバイ
タルデータを常時モニタリングし、異常を検知し
た際には、介護職員及び調理職員等にいち早
く伝達されるようになった。
これにより、１日当たり１５分×３回＝４５
分の巡回が不要になるとともに、ロボットによる
介護記録の自動化により、記録の作成・情報
共有の迅速化が図られ、業務に効率化に繋
がった。また、職員の身体的・心理的負担が軽
減し、離職率の抑制と定着率の向上に繋がっ
た。

(助成金の利用コース)
９０円コース

(引上げ労働者数)
１２人

（事業場内最低賃金）
960円から1,050円に引上げ



業務改善助成金【厚生労働省】
（600万円）

業務改善奨励金
【大分県】
（75万円）

事業者負担
（75万円）

①ー１ 通常枠の場合（対象経費750万円 国助成金補助率4/5として算定）

・補助率
設備投資費用から国助成金を除いた額の1/2

・上限額
７５万円もしくは国助成金のいずれか低い額

業務改善助成金【厚生労働省】
（600万円）

業務改善奨励金
【大分県】
（100万円）

事業者負担
（50万
円）

①ー２ 重点枠の場合（対象経費750万円 国助成金補助率4/5として計算）

・補助率
設備投資費用から国助成金を除いた額の2/3

・上限額
１００万円もしくは国助成金のいずれか低い額


